
【
資
料
紹
介
】

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
４
下 

（
大
正
五
年
）

 

渡
部
寛
一
郎
文
書
研
究
会

 

（
要
木
純
一
・
竹
永
三
男
・
板
垣
貴
志
・
内
田
融
・
大
原
俊
二
・
居
石
由
樹
子
・
小
林
啓
治
・

 

小
林
奈
緒
子
・
杉
谷
直
哉
・
原
洋
二
・
本
井
優
太
郎
・
森
安
章
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

摘
　
　
要

渡
部
寛
一
郎
文
書
は
、
渡
部
寛
一
郎
日
記
、
剪
淞
吟
社
に
結
集
す
る
人
々
の
漢
詩
と
関
連
文
書
、
若
槻
礼
次
郎
ほ
か
の
渡
部
寛
一
郎
宛
書
簡
、
私
立
中
学

校
修
道
館
な
ど
渡
部
寛
一
郎
が
関
わ
っ
た
教
育
関
係
文
書
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
中
国
文
学
・
歴
史
学
な
ど
の
学
際
的
研
究
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
諸
文

書
を
解
読
・
分
析
し
、
近
代
日
本
の
漢
詩
文
学
と
政
治
文
化
の
関
連
を
山
陰
地
域
に
即
し
て
実
証
的
に
追
究
す
る
こ
と
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
め
ざ
す
と
こ

ろ
で
あ
る
。
前
回
は
、
渡
部
寛
一
郎
日
記
第
四
冊
（
大
正
五
年
）
の
手
帳
に
記
さ
れ
た
、
渡
部
寛
一
郎
が
朝
鮮
を
旅
行
し
た
前
半
部
分
の
日
記
記
事
を
翻
刻

紹
介
し
た
が
、
今
回
は
同
日
記
の
後
半
部
分
を
扱
う
。
寛
一
郎
が
木
次
の
漢
詩
人
横
山
耐
雪
を
訪
ね
、
詩
会
を
催
し
た
経
緯
を
記
す
。
ま
た
、
前
回
の
朝
鮮

紀
行
を
補
う
メ
モ
部
分
も
付
録
さ
れ
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
渡
部
寛
一
郎　

木
次　

横
山
耐
雪　

小
廬
山　

教
育　

漢
詩　

朝
鮮

【
解
説
】

　
「
渡
部
寛
一
郎
日
記
」（
以
下
「
日
記
」
と
略
記
。
松
江
市
新
雑
賀
町
原
洋
二
氏

所
蔵
「
渡
部
寛
一
郎
文
書
」）
の
中
、
前
回
翻
刻
し
た
の
は
「
朝
鮮
出
遊
紀
行
録
」

で
、
本
誌
前
前
号
掲
載
の
【
表
1
】「
渡
部
寛
一
郎
日
記
」
の
目
録
番
号
1ｰ

4

の
手
帳
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
今
回
翻
刻
す
る
の
は
、
同
日
記
の
後
半
、
同
年

一
〇
月
の
島
根
県
大
原
郡
木
次
行
の
記
事
で
、
寛
一
郎
が
木
次
の
漢
詩
人
横
山
耐

雪
を
訪
ね
、
詩
会
を
催
し
た
経
緯
を
記
す
。
た
だ
し
、
寛
一
郎
が
発
熱
に
苦
し
む

様
子
を
記
し
て
、
唐
突
に
終
わ
る
。
ま
た
、
前
回
の
朝
鮮
紀
行
を
補
う
メ
モ
部
分

も
翻
刻
し
た
。　

　

以
下
、
日
記
の
順
を
追
っ
て
、
簡
単
な
注
を
加
え
る
。

　
木
次
行
日
記
部
分

・
大
正
五
年
十
月
十
九
日
分

一
〇
五

山
陰
研
究
（
第
十
五
号
）
二
〇
二
二
年
十
二
月

－ 176 －



　

簸
上
軽
鉄
―
簸
上
軽
便
鉄
道
。
現
木
次
線
の
前
身
。
県
や
地
元
の
長
年
の
敷
設

運
動
が
実
り
、
大
正
五
年
十
月
十
一
日
開
通
（
宍
道
駅
〜
木
次
駅
間
）。
そ
の
八

日
後
に
寛
一
郎
は
乗
車
し
て
木
次
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、『
簸
上
鉄
道

の
開
通
と
木
次
線
』（
稲
田
信
、
沼
本
龍
著　

八
日
市
地
域
づ
く
り
の
会
出
版
）

参
考
。

・
廿
日
分

　

横
山
耐
雪
―
一
八
六
八
―
一
九
二
三
。
明
治
・
大
正
期
の
漢
詩
人
。
日
登
村
に

て
、
医
院
を
営
む
。
漢
詩
結
社
『
剪
淞
吟
社
』
を
結
成
。
そ
の
機
関
誌
「
剪
淞
詩

文
」
の
編
集
を
担
当
し
、
社
長
と
し
て
、
山
陰
の
漢
詩
壇
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。

自
宅
付
近
の
景
勝
を
、
中
国
の
廬
山
に
倣
っ
て
小
廬
山
と
名
付
け
、
し
ば
し
ば
社

友
を
招
い
て
、
詩
会
を
開
い
た
。

　

秋
霰
閣
―
耐
雪
の
自
宅
の
雅
称
。
王
維
・
崔
九
弟
欲
往
南
山
馬
上
口
号
与
別

「
城
隅
一
分
手
、
幾
日
還
相
見
。
山
中
有
桂
花
、
莫
待
花
如
霰
」（
後
出
）
に
よ
る
。

庭
の
桂
（
キ
ン
モ
ク
セ
イ
）
が
秋
に
霰
の
如
く
散
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
名
付
け

た
。

　

伊
藤
中
将
―
伊
藤
黙
斎
。「
剪
淞
吟
社
姓
名
録
」（『
剪
淞
詩
文
』
第
二
篇
付
録
）

に
よ
れ
ば
、
松
江
旅
団
長　

陸
軍
中
将　

通
称
瀬
平
信
州
高
遠
人
。　

　

田
代
活
処
―
医
。
名
は
習
。
慶
応
二
年
生
。
茶
町
住
。

　

井
上
井
蛙
―
医
。
法
吉
村
。
通
称
留
五
郎
。
明
治
六
年
生
。

　

こ
の
日
の
唱
和
詩
が
「
小
廬
山
観
瀑
集
」（『
剪
淞
詩
文
』
第
七
篇
付
録
）
に
所

載
。
参
考
を
見
よ
。

・
廿
一
日
分

　

篠
坂
―
『
出
雲
国
風
土
記
』
仁
多
郡
志
努
坂
野
、
現
在
の
鯛
の
巣
山
。

　

天
野
屋
―
木
次
の
い
わ
ゆ
る
桜
並
木
沿
い
に
あ
る
旅
館
兼
料
理
屋
。
明
治
二
四

年
創
業
。
現
存
。

・
廿
三
日
分

　

帰
木
―
木
次
に
帰
る
こ
と
。

メ
モ
部
分

　

朝
鮮
関
係
は
、
前
回
翻
刻
分
と
重
な
る
部
分
が
多
い
。
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る

教
育
史
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
考
。

①　

吉
野
鎮
雄
・
宮
田
節
子
・
梶
村
秀
樹
「
朝
鮮
に
お
け
る
初
等
教
育
の
実
際
」

『
東
洋
文
化
研
究
』
一
五
、 

二
〇
一
三
年
、
二
一
五
―
二
四
七
頁 

② 

古
川
宣
子
「
朝
鮮
植
民
地
教
育 

教
育
実
態
と
政
策
」『
東
洋
文
化
研
究
』

二
〇
一
三
年
、
一
七
五
―
二
一
四
頁

③ 

有
松
し
づ
よ
「
日
本
統
治
下
朝
鮮
に
お
け
る
朝
鮮
人
高
等
女
学
校
生
徒

の
「
皇
国
臣
民
」
化
」 『
植
民
地
教
育
史
研
究
年
報
』
一
六
、二
〇
一
三
年
、

二
六
―
四
九
頁 

④ 

稲
葉
継
雄
『
朝
鮮
植
民
地
教
育
政
策
史
の
再
検
討
』(

九
州
大
学
韓
国
研
究

セ
ン
タ
ー
叢
書
1) 

九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年

⑤ 

佐
藤
由
美
『
植
民
地
教
育
政
策
の
研
究 

朝
鮮
・
1
9
0
5
―
1
9
1
1
』

龍
溪
書
舎
、
二
〇
〇
〇
年

・
折
込
（
手
帳
に
挟
ま
れ
た
メ
モ
）

実
習
女
学
校　

三
島
一
平
―
慶
応
二
年
九
月
七
日
川
古
山
中
（
現
佐
賀
県
武
雄

市
）
生
。
朝
鮮
立
教
高
女
高
長
の
教
職
に
あ
っ
て
逝
去
。
実
習
女
学
校
本
校
は
釡

山
富
平
町
一
丁
目
に
あ
っ
た
。
大
正
三
年
三
月
開
校
し
た
向
陽
学
園
の
後
身
。
学

園
は
三
島
一
平
の
創
設
し
た
も
の
。

一
〇
六

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
４
下
（
大
正
五
年
）（
渡
部
寛
一
郎
文
書
研
究
会
）
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・
手
帳
の
罫
な
し
メ
モ
書
き
込
み
部
分

釡
山
富
平
町
―
現
富
平
洞
。
遊
郭
の
ち
市
場
。　　
　
　
　
　
　
　

同
上
岸
本
町
濱
田
貿
易
商
店
―
昭
和
期
大
倉
町
。
現
中
央
洞
。

京
城
中
学
校
長　

柴
崎
鉄
吉
―
日
本
で
は
、
福
岡
県
立
修
猷
館
館
長
な
ど
歴
任
。

著
書
に
『
学
校
管
理
法　

法
規
適
用
』
な
ど
。

外　

内
―
昌
徳
宮
の
こ
と
。

禁
苑
―
秘
苑
の
こ
と
。

翠
寒
亭
―
対
聯
は
「
京
城
見
聞
雑
記
」
の
方
に
も
記
載
。

教
宗
―
教
内
の
宗
の
意
。
禅
宗
で
い
う
、
自
宗
以
外
の
宗
派
の
総
称
。
禅
宗
が
教

外
別
伝
で
あ
る
の
に
対
し
、
他
の
諸
宗
は
経
論
の
文
字
、
言
句
に
よ
っ
て
教
義
を

説
く
と
こ
ろ
か
ら
い
う
。
教
家
（
き
ょ
う
け
）。

褎
―
袖
の
本
字
。『
詩
経
』
に
あ
り
。

観
察
使　

金
嘉
鎮
―
一
八
四
六
〜
一
九
二
三
。
朝
鮮
の
政
治
家
。
憲
宗
十
二
年
生

ま
れ
。
駐
日
公
使
館
参
賛
官
を
へ
て
一
八
九
四
年
金
弘
集
内
閣
の
農
商
工
部
大

臣
。
一
九
〇
五
年
大
韓
協
会
会
長
と
な
り
、
愛
国
啓
蒙
運
動
を
展
開
。
韓
国
併
合

後
、
日
本
か
ら
の
男
爵
位
を
拒
否
し
た
。
一
九
一
九
年
の
三
・
一
独
立
運
動
に
参

加
し
、
上
海
に
亡
命
。
一
九
二
三
年
そ
の
地
に
没
し
た
。
七
八
歳
。
慶
尚
道
出
身
。

号
は
東
農
。

書
堂
―
錦
南
書
堂
の
こ
と
か
。

舎
廊
―
男
子
の
部
屋
。

巨
鐘
銘
―
演
福
寺
鐘
と
し
て
有
名
。

大
元
至
正
六
年
云
々
―
一
三
四
六
年
（
当
時
高
麗
は
元
の
属
国
）。

善
竹
橋　

鄭
氏
遭
難
地
―
鄭
夢
周
（
一
三
三
八
〜
一
三
九
二
）
は
、
高
麗
末
の
儒

学
者
。
号
は
圃
隠
（
後
出
）。
朱
子
学
を
学
び
、
科
挙
に
状
元
で
及
第
し
た
。
李

成
桂
ら
と
と
も
に
女
真
や
倭
寇
の
征
伐
に
参
加
し
、
功
績
を
立
て
る
。
一
三
七
七

年
に
は
日
本
に
赴
き
、
室
町
幕
府
の
九
州
探
題
で
あ
る
今
川
貞
世
（
了
俊
）
と
折

衝
に
あ
た
る
。
一
三
八
八
年
、
李
成
桂
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
政
権
を
掌
握
す

る
と
、
彼
と
と
も
に
新
王
の
恭
譲
王
を
支
え
た
が
、
禅
譲
を
受
け
て
李
氏
朝
鮮
を

開
こ
う
と
す
る
李
成
桂
と
対
立
し
た
た
め
、
李
成
桂
の
子
の
李
芳
遠
の
手
に
よ
り

開
京
の
善
竹
橋
で
暗
殺
さ
れ
た
。
鄭
夢
周
は
教
育
に
も
力
を
注
い
で
多
く
の
弟
子

を
育
成
し
た
の
で
、
の
ち
に
「
東
方
理
学
之
祖
」
と
称
え
ら
れ
た
。

崧
陽
書
院
―
鄭
夢
周
の
家
が
元
に
な
っ
て
い
る
私
学
で
、
李
氏
朝
鮮
時
代
の
両
班

の
子
息
の
た
め
の
儒
学
教
育
機
関
で
あ
る
と
と
も
に
、
鄭
夢
周
を
は
じ
め
と
す
る

高
麗
の
儒
学
者
た
ち
を
祭
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。

善
竹
橋
―
鄭
夢
周
の
家
（
の
ち
の
崧
陽
書
院
）
か
ら
五
百
米
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る

橋
。
鄭
夢
周
が
暗
殺
さ
れ
た
場
所
。 

橋
の
近
く
に
表
忠
碑
が
二
つ
あ
り
、
北
側

の
石
碑
が
一
七
四
〇
年
、
南
側
の
石
碑
が
一
八
七
二
年
に
建
て
ら
れ
た
。
い
ず
れ

の
石
碑
に
も
鄭
夢
周
を
供
養
す
る
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

横
山
耐
雪
君
村
荘　

小
廬
山
観
瀑
分
韻
得
佳
―
詩
会
で
「
佳
」
の
韻
の
く
じ
が
当

た
っ
た
こ
と
。

〔
凡
例
〕

一
、
本
号
で
は
、「
渡
部
寛
一
郎
関
係
文
書
」（
松
江
市
新
雑
賀
町
・
原
洋
二
氏
所

蔵
）
か
ら
、
渡
部
寛
一
郎
日
記
第
五
冊
の
一
部
を
翻
刻
す
る
。
本
文
は
横
罫
の
手

帳
を
縦
書
き
に
用
い
て
、
大
正
五
年
の
記
事
を
載
せ
る
。
メ
モ
部
分
は
白
紙
で
縦

長
に
用
い
る
。
主
に
、
朝
鮮
旅
行
記
と
メ
モ
、
木
次
地
域
訪
問
記
と
メ
モ
の
二
つ

の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
前
回
に
引
き
続
い
て
後
者
の
翻
刻
を

行
っ
た
。

一
、
原
本
は
、
淡
緑
色
革
表
紙
、
横
罫
十
六
行
の
手
帳
で
あ
る
。
横
約
八
・
〇
セ

ン
チ
、
縦
約
一
二
・
五
セ
ン
チ
。
表
紙
左
下
隅
に
「Y

8５

」
が
金
字
で
刻
さ
れ
て

一
〇
七

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
４
下
（
大
正
五
年
）（
渡
部
寛
一
郎
文
書
研
究
会
）
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い
る
。

一
、
読
み
や
す
い
よ
う
句
読
点
を
附
し
た
。
句
読
点
の
付
け
方
に
は
統
一
的
な
基

準
は
な
い
。
原
文
に
も
句
読
点
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
本
稿
の
も
の

と
は
一
致
し
な
い
。

一
、
合
体
字
は
カ
タ
カ
ナ
書
き
と
し
た
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
体
を
用
い
た
。

一
、
不
明
文
字
・
判
読
不
能
文
字
は
、
字
数
に
従
い
、
□
□
と
す
る
。
字
数
が
不

明
な
場
合
は
、 〔　

〕
を
用
い
た
。

一
、
本
文
は
、
削
除
や
後
補
が
錯
綜
し
て
い
る
が
、
後
補
し
た
も
の
を
含
め
て

翻
字
し
、 

削
除
や
訂
正
は
、 

必
要
と
判
断
し
た
も
の
の
み
、 

削
除
記
号
を
付
し
て
、

訂
正
前
を
示
し
た
り
、
注
記
を
し
た
り
し
た
。

一
、
適
宜
【　

】
を
付
し
て
注
記
を
補
っ
た
。

一
、
原
文
の
改
行
は
、
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合
以
外
は
追
い
込
み
と
し
た
。
逆

に
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
改
行
し
た
部
分
も
あ
る
。

一
、
本
文
の
文
字
サ
イ
ズ
は
同
一
と
し
た
。
小
字
注
は
（　

）
を
加
え
て
示
し
た
。

特
に
メ
モ
の
部
分
は
、
内
容
を
捕
捉
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
縦
書
き
・
横
書

き
・
見
せ
消
ち
・
文
字
の
大
小
・
改
行
・
空
白
な
ど
、
必
ず
し
も
原
文
の
体
裁
の

通
り
で
は
な
い
。

﹇
本
文
翻
刻
﹈　

◎
大
正
五
年
十
月
十
九
日
、
松
江
出
発
。
簸
川
上
軽
鉄
ニ
便
乗
木
次
ニ
至
リ
、
石

橋
方
ニ
投
宿
。

翌
廿
日
、
横
山
耐
雪
ヲ
其
宅
秋〇

霰〇

閣〇

ニ
訪
フ
。
松
江
吟
友
伊
藤
中
将
ヲ
始
、
田
代

活
處
、
井
上
井
蛙
三
氏
、
後
ヨ
リ
至
ル
。
此
日
秋
天
快
晴
。
暫
ク
秋
霰
閣
ニ
テ
小

憩
。
小
廬
山
ニ
至
リ
観
瀑
。
瀑
下
小
亭
ア
リ
。
酒
肴
ヲ
設
備
セ
リ
。
一
人
一
瓢
一

臺
ヲ
渡
シ
テ
、
随
意
ニ
飲
酒
セ
シ
ム
等
等
、
其
趣
向
甚
宜
シ
。
共
ニ
小
亭
ニ
小
憩

シ
テ
、
昼
餐
ヲ
喫
シ
了
テ
、
六
時
前
秋
霰
閣
ニ
帰
ル
。
稍
ア
リ
テ
、
順
次
ニ
入
浴

シ
テ
、
坐
ニ
復
ル
ヤ
、
夕
餐
ノ
配
膳
ア
リ
。
互
ニ
開
襟
快
談
。
酒
間
、
王
維
ノ
（
山

中
有
桂
花
）
ノ
句
字
ヲ
分
テ
、
聯
句
七
絶
四
首
ヲ
作
リ
、
酒
饌
撤
退
后
、
記
念
ノ

為
主
人
ノ
需
ニ
応
シ
テ
、
聯
句
ノ
合
作
ヲ
為
シ
、
了
、
寝
ニ
就
キ
シ
ハ
、
午
前
二

時
ナ
リ
キ
。

廿
一
日
快
晴
、
如
前
日
。
午
前
五
時
起
床
。
田
代
活
処
、
井
上
井
蛙
ト
余
三
人
ハ
、

喫
飯
后
、
直
ニ
辞
シ
テ
帰
途
ニ
就
ク
。
暁
天
、
仁
多
大
原
郡
境
ナ
ル
所
謂
篠シ

ノ

坂サ
カ

ヲ

踰
ユ
。
三
人
分
韻
シ
テ
（
暁
過
篠
坂
）
ヲ
賦
ス
ル
ヲ
約
シ
タ
リ
。

○
小
廬
山
及
秋
霰
閣
ト
其
詩
分
韻
、
別
紀
ノ
如
シ
ニ
在
リ
。

○
午
前
八
時
前
石
橋
方
木
次
、
二
人
ト
別
レ
テ
石
橋
方
ニ
投
宿
、
直
ニ
床
ヲ
展
ベ

テ
枕
臥
静
養
セ
リ
。
午
后
按
摩
ニ
□
技
セ
シ
ム
。
五
六
時
ニ
至
リ
発
熱
、
三
八
。

五
歩
強
ヲ
示
セ
リ
。
依
テ
静
養
セ
ン
ト
欲
セ
シ
モ
、
福
間
、
石
橋
二
氏
ノ
好
意
ニ

テ
、
天
野
屋
ニ
テ
晩
餐
ノ
用
意
ア
リ
ト
ノ
事
ニ
テ
、
推
シ
テ
出
席
小
酌
ヲ
共
ニ
シ
、

且
晩
餐
ヲ
喫
シ
テ
帰
リ
シ
モ
、
其
時
ハ
格
別
ノ
悪
感
寒
ナ
カ
リ
シ
モ
、
一
時
又
々

発
熱
三
十
八
度
五
歩
強
ヲ
示
セ
ル
黄
昏
ノ
如
シ
。
暁
ニ
近
ク
ニ
従
ヒ
、
漸
次
ニ
平

熱
ト
ナ
ル
。

廿
二
日
。
快
晴
如
前
日
。
此
日
、
終
日
蓐
中
ニ
在
テ
静
養
セ
リ
。
午
前
、
福
間
氏

来
談
セ
リ
、
按
摩
治
療
ノ
儘
、
治
療
会
談
シ
テ
去
レ
リ
。
午
后
モ
、
在
蓐
静
養
。

六
時
頃
、
三〇

十〇

九〇

度〇

二〇

歩
、
依
テ
不
得
已
小
池
医
師
ノ
来
診
ヲ
求
メ
、
服
薬
シ
タ

リ
。
夜
半
過
、
甚
シ
ク
発
汗
セ
シ
ニ
ヨ
リ
、
更
衣
シ
テ
寝
ニ
就
ケ
タ
リ
。

廿
三
日
。
快
晴
。
前
夜
服
薬
発
汗
ノ
為
メ
カ
、
気
分
甚
爽
快
ヲ
覚
ヘ
タ
ル
モ
、
為

念
尚
一
日
分
ノ
薬
ヲ
求
メ
テ
服
薬
セ
リ
。
午
后
、
日
登
ニ
横
山
氏
ヲ
訪
問
□
□
□

セ
シ
モ
不
在
、
令
閨
ニ
挨
拶
シ
テ
帰
木
セ
リ
。
久
々
ニ
テ
床
ヲ
払
ヒ
、
正
坐
晩
餐

一
〇
八

翻
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ニ
向
ヘ
シ
モ
、
食
量
甚
進
マ
ス
、
且
酒
亦
同
様
ニ
テ
、
ヒ
ー
ル
ヲ
所
望
シ
テ
半
瓶

ヲ
傾
ケ
タ
リ
。
夜
間
、
暫
時
談
話
シ
テ
、
就
寝
セ
リ
。

廿
四
日
、
午
前
一
時
頃
発
熱
、
又
々
八
度
六
歩
ヲ
示
シ
テ
、
漸
次
減
退
シ
テ
、

六
七
時
過
ニ
至
ル
リ
、
七
度
三
歩
ヲ
示
セ
リ
。

【
一
枚
の
紙
が
折
り
た
た
ん
で
手
帳
に
挟
ん
で
あ
る
】

釡
山　

実
習
女
学
校

　

三
島
一
平

【
大
正
5
年
渡
部
寛
一
郎
日
記　

メ
モ
部
分
】

釡
山
富
平
町
一
丁
め
二
四　

川
崎
医
院　

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田
茂
代

同
上
岸
本
町
濱
田
貿
易
商
店　

　
　
　
　
　
　
　
　

俵　

秋
子

〃　
　
　
　
　
　
　

安
田
マ
サ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
姓　

尼
川
）　

京
城
中
学
校
長　
　

柴
崎
鉄
吉 

　

教
師
兼
書
記　
　

藤
見
睦
浩

　
（
女
学
校
教
頭
）
西
脇
豊
蔵

外　
　
　

内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
政
殿　
　

宣
政
殿　
　

太
造
殿　

住
居
也

（
禁
苑
内　

宙
合
楼
（
休
憩
所
ト
ス
）　

養
蚕
室
ア
リ
。　

別
郭
ニ
演
藝
堂
ア
リ
。
入
口
門　

長
楽
門

第
三
。
逍
遙
亭　

太
極
亭　

小
憩
所　

巌
石
多
し
―
―

翠
寒
亭　

柱
ニ

一
庭
花
影
春
留
月

満
院
松
声
夜
聴
濤　

（
京
城
ホ
テ
ル
）　

小
原
鉄
臣

中
原
ト
改
姓
。

　

有
明
朝
鮮
国
公
州
山
城 

　

双
松
亭
紀
蹟
碑

山
城
公
園
最
高
峰
上

一
棟
ヲ
雄
心
閣
ト
称
ス

瞰
下
ニ
錦
江
ヲ
控
ヒ
。
眺

雄
大
ナ
リ
。
雄
心
二
字
寺
内
総
督
ノ
自
署

 

普
通
学
校
校
費　

地
方
費

1
基
本
財
産　
　
　
　

2
恩
賜
金
利
子

3
郷
校
財
産
収
入　
　

4
授
業
料　

0.100.
5
寄
付
金　
　
　
　
　

6
国
費　

校
費
算
入

一
〇
九

翻
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平｡

仄

山
嵐
潤
靄
雨
中
天
。
泮
水
淡
々
錦

水
連
。
鄒
魯
衣
冠
逢
此
地
。
唐
虞
日

月
復
今
年
。
主
賓
揖
拝
黌
堂
下
。

老
少
観
聴
杏
樹
辺
。
郷
飲
礼
成

開
講
席
。
昇
平
勝
会
画
図
伝
。　

　

崇
禎
紀
元
後
五
、
乙
卯
五
月
下
澣

　
　
　
　
　

観
察
使　

李
明
祖

右
明
倫
堂
ニ
在
ル
額
面

大
成
至
誠
文
宣
王

右
〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

廡　
　
　
　
　

別
ニ
代
祝
ア
リ
祭
文

　
　
　
　

初
献　
　
　
　

亜
献　

初
献　
　
　
　

ヲ
朗
誦
ス
ト
云

正
殿　
　

亜
献

　
　
　
　

三
献　
　
　
　

初
献　

亜
献

左
酌
献　
　
　
　
　
　
　
　

西　

廡　
　
　
　
　

内
門　

中
門　

外
門

　
【
長
方
形
の
置
き
机
を
表
し
て
い
る
ら
し
い
】　　
　

　
　
　

【
図
。
説
明
、
建
物
名
の
み
採
録
】

　

尊
経
閣
所
蔵

　
　

朱
文
公
画
像

　
　

数
幅
ア
リ
更
ニ

四
書
大
全
大
本

ア
リ

　

明
倫
堂　

尊
経
閣　

中
門　

外
門

【
横
書
き
】
晦
庵
先
生
朱
文
公

先
生
自
銘

　

端
爾
躬
。
粛
爾
容
。
検
於
外
。
一

　

其
中
。

　

力
於
始
。
遂
其
終
。
操
有
要
。

　

保
無
窮

遺
象

山サ
ン

城ソ
ン

公
園　

霊
徳
寺　
（
禪
教
両
宗　

本
山
麻
谷
寺
出
張
場
）

拱
北
楼
門
。

拱
北
楼
上
額
ノ
内

錦
江
晴
日
水
潺
々
。
城
上
高
楼
試

一
攀
。
紅
樹
秋
深
人
北
望
。
碧
空
雲
尽
雁
南
還
。

吟
酬
令
節
追
遺
躅
。
酔
把
寒
花
慰
旅
顔
。
客
路
時
〃

今
昔
恨
。
不
禁
双
褎
涙
斑
々
。

　
　
　
　
　
　

観
察
使　

金
嘉
鎮

○
錦
南
書
堂　

生
徒
六
人

　

書
籍　
　

小〇

学〇　

通〇

鑑〇

○
両
班　

洪
鐘
協　
　

書
堂
ア
リ
生
徒
五
六
人　

　

○
舎
廊
＝
男
子
住
所
【
長
方
形
を
三
つ
重
ね
た
見
取
り
図
】　　

　

○
内
房

一
一
〇

翻
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書
堂
先
生
名

○
李
起
兌　

二
男　

李
康
丁　

普
通
学
校
卒
業
生

◎
槿
域
ナ
ル
名
称
出
所
・
□

牡
丹
臺

禅
教
両
宗　

大
本
山　

永
明
寺

○
内
地
人
小
学
校　
　
　
　

○
鮮
人
普
通
学
校

○
貞
和
私
立
女
学
校　
　
　

○
開
城
学
堂　

○
関
羽
廟　
　
　
　
　
　
　

○
・
・
・
・
・

開
城
南
大
門
楼　

巨
鐘
銘　
　
　

（
1
）　　

皇
帝
万
歳　

法
輪
常
転

　
　
　
　

国
王
千
秋　

佛
口
増
輝　

大
元
至
正
六
年
云
　々
　
　
　
　

（
2
）
学
菘
陽
書
院　

鄭
夢
周
ノ
旧
邸
址　
【
崧
が
正
し
い
】

（
3
）
○
善
竹
橋　

鄭
氏
遭
難
地

　
　
　
　

御
製　

道
地
精
忠
亘
萬
古 

　
　
　
　
　
　
　

泰
山
高
節
圃
隠
公

　

危
忠
大
節
光
宇
宙

　

吾
道
東
方
頼
有
公　

（
4
）
彩
霞
閣
洞　
　

洞
主　

朴
宇
鉉

（
5
）
関
羽
廟

（
6
）
満
月
臺

（
7
）
朴
宇
鉉
宅

横
山
耐
雪
君　

村
荘　

小
廬
山
観
瀑

分
韻
得
佳
。

﹇
参
考
﹈

【『
剪
淞
詩
文
』
第
六
篇
附
録
（
大
正
七
年
七
月
発
行
）】

青
丘
游
草　

原
三
十
一
首　
　
　

桃
蹊　

渡
部　

寛　

稿

　
　

大
正
丙
辰
、
初
夏
、
辞
職
将
遊
韓
地
、
賦
此
留
別

嘗
尽
世
間
酸
与
辛
、
急
流
勇
退
志
初
伸
。
南
薫
五
月
節
方
好
、
去
作
天
涯
探
勝
人
。

　
　

京
城
雑
詠

眼
看
風
物
逐
年
遷
、
傑
閣
層
楼
聳
陌
阡
。
猶
有
民
風
存
旧
態
、
鷺
衣
烏
帽
地
行
仙
。

　
　

漢
陽
無
量
寿
山
曹
谿
禅
房
雅
集
、
席
上
率
賦

漢
陽
斯
地
絶
塵
埃
、
三
面
皆
山
一
面
開
。
唱
和
友
人
倚
禅
閣
、
乾
坤
無
物
不
詩
材
。

松
声
入
座
吟
心
爽
、
竹
影
横
窓
暮
色
催
。
萍
水
相
逢
夙
縁
在
、
忘
機
今
夕
欲
忘
回
。

無
復
紅
塵
到
寿
山
、
松
声
如
水
水
潺
湲
。
願
将
吟
詠
永
今
夕
、
人
世
百
年
誰
得
閑
。

（
次
魯
石
韻
）

　
　

景
福
宮

輦
路
荒
涼
四
望
同
、
堪
憐
禁
苑
半
成
叢
。
残
階
廃
砌
無
人
掃
、
頭
白
烏
啼
古
帝
宮
。

　
　

京
城
客
次
、
訪
松
永
長
官

不
是
尋
常
汗
漫
遊
、
風
雲
有
会
志
応
酬
。
人
間
畢
竟
重
知
己
、
欲
継
前
歓
君
許
不
。

一
一
一

翻
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公
州
山
城
公
園
、
即
事

層
巒
起
伏
儼
為
城
、
錦
水
溶
溶
繞
郭
清
。
双
樹
亭
残
伝
逸
事
、
雄
心
閣
峙
擅
佳
名
。

千
秋
興
廃
誰
無
感
、
満
目
烟
霞
亦
有
情
。
孤
客
逍
遥
思
句
久
、
林
端
蕭
索
夕
陽
傾
。

　
　

牡
丹
臺

牡
丹
臺
址
枕
清
流
、
有
客
登
臨
独
倚
楼
。
崖
樹
鬱
蒼
宜
避
暑
、
江
天
縹
渺
足
忘
憂
。

山
偏
起
伏
青
蛇
走
、
帆
自
浮
沈
白
鷺
悠
。
如
此
風
光
誰
画
得
、
徘
徊
欲
去
幾
回
頭
。

　
　

平
壌

江
闊
山
高
地
気
清
、
南
韓
形
勝
圧
王
京
。
如
今
無
復
風
塵
動
、
幾
処
樓
臺
歌
管
声
。

　
　

箕
子
廟

肇
国
偉
功
千
古
伝
、
可
憐
王
気
漠
然
遷
。
于
今
祠
廟
餘
松
柏
、
異
姓
慇
懃
祭
祀
虔
。

　
　

満
月
臺

麗
朝
末
路
有
誰
憐
、
物
換
星
移
跡
似
烟
。
唯
見
城
墟
存
旧
態
、
芊
芊
荒
草
想
当
年
。

　
　

善
竹
橋

成
敗
由
来
皆
属
天
、
鄭
公
心
事
転
堪
憐
。
西
風
駐
馬
松
都
晩
、
碧
血
痕
腥
一
黯
然
。

　
　

金
城

短
垣
矮
屋
百
家
村
、
玉
女
峯
前
暫
駐
轅
。
山
水
依
然
人
事
改
、
丹
青
剥
落
鎮
西
門
。

　
　

釡
山

海
門
潮
漲
夕
陽
閑
、
個
個
風
帆
相
趂
還
。
決
眥
東
天
青
一
髪
、
依
稀
認
得
対
州
山
。

　

 
終

【『
剪
淞
詩
文
』
第
七
編
附
録
（
大
正
七
年
十
月
発
行
）】

小
廬
山
観
瀑
集

　　

小
廬
山
集　
　
　

耐
雪　
　

横
山　

大

　
　

秋
霰
閣
（
元
文
二
年
建
。
大
正
四
年
、
石
埭
先
生
来
遊
、
宿
于
此
。
庭
有
老

桂
、
故
名
）

坐
閣
時
高
誦
、
小
山
招
隠
詩
。
天
風
吹
月
到
、
秋
霰
撲
書
帷
。　　

　
　

　
　

岩
伏
山
（
素
尊
旧
跡
。
村
中
第
一
高
山
。
山
頂
有
巨
巌
。
相
伝
尊
船
所
化
。

巌
上
可
望
碧
雲
湖
）

蕭
蕭
微
雨
過
、
漠
漠
前
村
晦
。
人
間
巌
伏
山
、
依
稀
雲
霧
外
。

　
　

　
　

万
杉
林
（
嘉
永
三
年
以
降
所
植
。
杉
檜
四
万
餘
株
、
間
以
老
楓
。
下
有
清
流
）

万
杉
青
矗
矗
、
雲
与
一
渓
深
。
来
者
誰
為
主
、
斧
斤
休
入
林
。

　
　

看
花
塢
（
渓
頭
桜
雲
漠
漠
、
夕
陽
自
遅
。
伝
云
、
我
先
世
採
薬
之
処
）

山
人
曾
採
薬
、
時
有
白
雲
遮
。
一
塢
非
疇
昔
、
春
風
来
看
花
。

　
　

嘉
平
田
（
旧
嘉
平
者
所
有
。
享
保
十
六
年
買
得
之
。
我
家
買
田
之
始
。
隔
水

多
杏
花
）

閑
卻
桔
槹
井
、
天
公
雨
我
田
、
早
秧
青
尺
許
、
春
入
一
犂
烟
。

　
　

安
久
寺
（
安
薬
師
如
来
像
。
文
化
二
年
帰
我
有
。
毎
年
中
元
後
三
夕
、
招
僧

供
養
、
兼
賞
月
）

一
磬
諸
天
寂
、
孤
庵
未
掩
扉
。
有
僧
招
薜
荔
、
明
月
照
禅
衣
。

　
　

黄
粱
碓
（
村
墟
日
落
、
炊
煙
縷
縷
。
近
聞
水
碓
響
、
宛
是
廬
山
雲
碓
）

茅
屋
炊
烟
上
、
前
山
餘
照
収
。
黄
梁
舂
未
熟
、
野
碓
隔
雲
幽
。

一
一
二

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
４
下
（
大
正
五
年
）（
渡
部
寛
一
郎
文
書
研
究
会
）
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楽
翁
堰
（
寛
政
十
年
、
先
世
楽
翁
修
之
、
便
灌
漑
、
獲
新
畬
数
頃
。
水
源
多

桃
花
、
落
紅
満
堰
）

永
想
先
人
業
、
千
金
水
利
功
。
遊
魚
何
乙
乙
、
争
唼
落
花
紅
。

　
　

鳥
鳴
谷
（
残
雪
梅
花
、
黄
鳥
喈
喈
。
移
歩
入
谷
中
、
大
瀑
漸
近
矣
。
〇
以
上

係
抵
瀑
途
上
景
勝
）

渓
寒
雪
未
消
、
已
有
鳥
声
集
。
処
処
見
梅
花
、
遊
人
聯
屐
入
。

　
　

伐
木
橋
（
是
入
山
第
一
関
也
。
毎
聞
丁
丁
之
響
、
覚
山
更
幽
矣
）

小
橋
通
谷
口
、
流
水
碧
縈
回
。
何
処
丁
丁
響
、
樵
夫
時
往
来
。

　
　

修
竹
林
（
崇
山
峻
嶺
之
間
、
修
竹
娟
娟
、
風
香
可
入
）

過
橋
還
過
径
、
修
竹
密
成
林
。
不
識
人
衣
湿
、
翠
嵐
深
更
深
。

　
　

飛
流
巌
（
最
高
丈
許
、
横
倍
之
。
老
藤
糾
纏
、
蘚
苔
蒙
茸
。
曾
欲
刻
飛
流
二

大
字
、
恐
俗
了
天
景
而
止
）

巨
石
横
陰
竇
、
飛
流
下
翠
微
。
劈
窩
双
大
字
、
勢
与
白
雲
飛
。

　
　

琴
声
瀬
（
風
篁
石
瀬
、
愈
進
愈
妙
）

泉
従
竹
裏
流
、
冷
冷
石
相
語
。
時
有
天
風
和
、
琴
声
迷
処
所
。

　
　

劈
青
峡
（
苔
磴
柔
滑
、
嵐
翠
湿
衣
。
拾
級
而
上
、
遥
見
飛
龍
躍
天
半
）

危
磴
苔
痕
潤
、
孤
雲
石
上
生
。
誰
開
青
玉
峡
、
飛
瀑
眼
前
明
。

　
　

碧
山
荘
（
荘
倚
石
臨
水
、
主
客
相
対
而
笑
。
杳
然
逝
者
、
豈
啻
桃
花
流
水
哉
）

新
荘
碧
山
阿
、
古
木
散
清
影
。
主
客
笑
相
対
、
茶
烟
一
榻
静
。

　
　

泉
香
舗
（
青
帘
翩
翩
、
楓
杉
映
帯
。
未
飲
而
已
酔
者
、
廬
山
之
酒
乎
）

楓
柏
何
深
秀
、
一
帘
青
帯
風
。
泉
香
還
酒
冽
、
醒
酔
此
山
中
。

　
　

無
媒
径
（
碧
草
蕭
蕭
、
片
石
当
路
、
是
為
石
埭
居
士
観
瀑
詩
碑
）

蕭
条
微
雨
歇
、
芳
草
自
春
色
。
一
径
是
無
媒
、
徘
徊
情
曷
極
。

　
　

観
瀑
石
（
其
上
平
面
差
仄
、
可
坐
八
九
人
。
飛
沫
襲
衣
、
有
如
驟
雨
）

盤
石
欹
而
傾
、
宜
為
観
瀑
処
。
飛
流
砕
作
烟
、
又
被
風
吹
去
。

　
　

紅
葉
渡
（
夕
陽
在
岸
、
紅
葉
自
落
。
褰
裳
渉
者
、
非
詩
人
、
則
美
人
）

夕
照
下
前
岸
、
猶
餘
一
抹
紅
。
無
風
楓
自
落
、
秋
色
乱
流
中
。

　
　

漱
玉
亭
（
臨
水
而
漱
、
清
冽
如
玉
、
寒
冷
如
氷
、
不
復
知
三
伏
暑
熱
也
）

有
亭
名
漱
玉
、
巌
幽
響
石
泉
。
三
伏
不
知
熱
、
樹
陰
移
榻
眠
。

　
　

　
　

瀉
春
潭
（
花
影
落
潭
、
遊
魚
乙
乙
、
可
以
流
觴
曲
水
。
〇
従
是
渓
愈
𨗉
、
山

益
峻
。
非
攀
石
梯
披
雲
幕
、
則
不
能
窺
真
面
目
也
）

澗
道
消
氷
雪
、
禽
声
上
下
親
。
空
潭
清
洞
徹
、
中
瀉
一
山
春
。

第
一
集　

大
正
乙
卯
五
月
三
十
日

　
　

乙
卯
五
月
尽
日
観
瀑
于
小
廬
山　
　
　

石
埭　
　

永
坂　

周

廬
山
雖
曰
小
、
面
目
便
相
同
。
石
古
林
容
秀
、
雲
寒
瀑
気
雄
。
悪
詩
吟
未
尽
、
俗

一
一
三

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
４
下
（
大
正
五
年
）（
渡
部
寛
一
郎
文
書
研
究
会
）
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念
洗
全
空
。
徒
有
高
哉
嘆
、
無
才
学
酔
翁
。

　
　

仝　
　
　

秋
圃　
　

中
嶋　

謹

山
容
奇
且
秀
、
可
以
比
廬
峰
。
崖
削
千
尋
壁
、
瀑
垂
百
丈
龍
。
人
寰
雲
遠
隔
、
仙

境
霧
深
封
。
好
是
先
天
下
、
着
来
第
一
蹤
。

　
　

仝　
　
　

井
蛙　
　

井
上　

留

来
訪
廬
山
勝
、
秀
奇
真
少
双
。
瀑
声
吹
淅
瀝
、
潭
影
砕
琤
瓏
。
引
鶴
開
丹
竈
、
留

賓
倒
玉
缸
。
誰
知
千
丈
水
、
流
去
入
松
江
。

　
　

石
埭
先
生
来
観
瀑
喜
賦　
　
　

耐
雪　
　

横
山　

大

飛
泉
噴
薄
石
梯
欹
、
風
払
紫
烟
残
照
披
。
正
有
高
軒
来
看
瀑
、
青
山
尽
入
画
中
詩
。

第
二
集　

大
正
丙
辰
一
月
廿
一
日

　
　

遊
小
廬
山
四
律　
　
　

盤
南　
　

伊
藤　

義
彦

春
雪
未
融
寒
夕
暉
、
芒
鞋
来
叩
白
雲
扉
。
群
山
同
揖
囲
孤
閣
、
喬
木
深
参
蔭
翠
幃
。

二
百
星
霜
欽
祖
徳
、
一
株
椒
桂
養
神
機
。
料
知
明
月
琴
尊
夕
、
花
下
高
吟
秋
霰
飛
。

廬
山
誰
署
小
巍
巍
、
聯
屐
今
将
度
翠
微
。
巒
色
低
昂
雲
匼
匝
、
谿
声
断
続
夢
依
稀
。

入
林
始
訝
帰
禽
倦
、
穿
竹
相
忘
去
路
非
。
乍
見
眼
前
千
尺
水
、
猛
然
瀑
気
撲
吟
衣
。

已
看
大
筆
迸
珠
璣
、
莫
曰
名
山
問
者
希
。
松
磴
劈
青
分
古
峡
、
雲
潭
瀉
白
没
春
磯
。

颷
嘘
陰
壑
呼
龍
出
、
翠
滴
危
巌
帯
雨
飛
。
十
二
勝
奇
吟
不
尽
、
一
橋
残
雪
阻
吾
帰
。

面
目
何
論
大
小
庵
、
幾
曾
夢
裡
去
須
車
。
瀑
声
雄
矣
煙
吞
吐
、
山
色
高
哉
雪
巻
舒
。

自
也
相
尋
長
嘯
処
、
酔
翁
欲
喚
浩
吟
初
。
祇
今
来
蹈
春
残
雪
、
一
澗
陰
風
吹
霧
裾
。

（
次
耐
雪
韻
）

　
　

盤
南
詞
宗
来
訪
、
同
賦　
　
　

耐
雪　
　

横
山　

大

寂
寞
山
中
旧
草
廬
、
東
風
忽
送
故
人
車
。
梅
花
欲
咲
寒
仍
勒
、
楊
柳
小
顰
春
未
舒
。

聯
屐
過
橋
残
雪
裡
、
停
筇
観
瀑
夕
陽
初
。
出
林
豈
耐
重
回
首
、
流
水
不
留
雲
満
裾
。

（
是
日
、
分
「
澗
道
餘
寒
歴
氷
雪
、
石
門
斜
日
到
林
邱
」
句
為
韻
、
聯
作
十
四
絶

句
、
今
略
之
）

第
三
集　

大
正
丙
辰
十
月
二
十
日

　
　

游
小
廬
山
観
瀑　
　
　

黙
斎　
　

伊
藤　

瀬
平

擬
探
仙
境
結
茅
鞋
。
遠
望
雲
南
煙
霧
埋
。
看
到
廬
山
真
面
目
。
満
林
楓
葉
照
閒
斎
。

　
　

仝　
　
　

二
首

繞
屋
山
楓
霜
未
深
。
半
紅
半
緑
澹
秋
陰
。
桃
花
也
好
飛
如
霰
。
満
院
幽
香
灑
客
襟
。

探
勝
相
携
雨
旧
今
。
小
廬
山
下
共
披
襟
。
泉
声
苔
色
多
幽
致
。
洗
尽
人
間
名
利
心
。

　
　

仝　
　
　

活
処　
　

田
代　

習

探
討
廬
山
心
久
灰
。
青
鞋
今
日
陟
崔
嵬
。
雲
懸
巌
角
近
催
雨
。
水
激
潭
頭
遥
送
雷
。

霜
樹
参
差
生
秀
色
。
寒
苔
重
畳
絶
繊
埃
。
詩
魂
恍
惚
真
耶
夢
。
十
二
勝
区
吟
破
来
。

　
　

仝　
　
　

井
蛙　
　

井
上　

留

再
游
興
逾
大
、
欲
補
旧
時
文
。
屋
角
猿
仍
叫
、
堂
前
鶴
自
群
。
山
高
難
吐
月
、
谷

𨗉
易
生
雲
。
吟
歩
桂
花
下
、
妙
香
衣
上
薫
。（
此
夜
分
「
山
中
有
桂
花
」
句
為
韻
、

聯
作
五
絶
句
）。

吟
筇
暁
陟
白
雲
郷
、
一
路
銀
沙
残
月
光
。
不
怪
奇
寒
透
毛
骨
、
前
山
昨
夜
有
新
霜
。

一
一
四

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
４
下
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大
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一
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文
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研
究
会
）

－ 167 －



　
　

黙
斎
将
軍
来
観
瀑
、
賦
呈　
　
　

耐
雪　
　

横
山　

大

西
風
黄
葉
夕
陽
村
、
時
有
将
軍
来
駐
轅
。
恥
我
平
生
貧
活
計
、
苔
痕
青
上
小
柴
門
。

　
　

余
有
故
不
能
趂
約
、
次
韻
遥
寄　
　
　

秋
濤　
　

渡
邊　

忠
男

杳
然
神
往
夢
中
村
、
乱
水
淙
淙
遥
響
轅
。
隠
士
棲
遅
知
此
処
、
桂
花
秋
霰
撲
衡
門
。

　
　

寄
題
小
廬
山　
　
　

其
楽　
　

勝
部　

貫

百
尺
飛
泉
奇
石
阿
、
参
差
黄
樹
掛
烟
蘿
。
廬
山
真
趣
晩
秋
景
、
題
詠
詩
人
佳
句
多
。

　
　

仝　
　
　

桃
処　
　

富
田　

定

半
空
飛
瀑
夕
陽
幽
、
樹
樹
錦
雲
黄
欲
流
。
坐
憶
廬
山
真
面
目
、
渓
声
岳
色
自
誇
秋
。

　
　

仝　
　
　

混
泉　
　

森
廣　

源

白
雲
紅
葉
賁
秋
光
、
飛
瀑
林
間
百
丈
長
。
憶
到
詩
人
空
佇
与
、
小
廬
山
下
立
斜
陽
。

　
　

仝　
　
　

渓
窓　
　

小
谷　

国

名
勝
雲
南
別
一
寰
、
詩
人
家
在
瀑
声
間
。
尋
常
休
問
秋
深
浅
、
昨
夜
新
霜
山
外
山
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、

科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
課
題/

領
域
番
号　

22K
00340　

近
代
漢
詩
が

形
成
す
る
山
陰
地
域
の
文
化
教
養
環
境
│
漢
詩
人
と
官
僚
・
政
党
政
治
家
の
交

遊
の
分
析
（
期
間
二
〇
二
二
〜
二
〇
二
四
年
度
研
究
代
表
者　

要
木
純
一
） 

及
び
、

島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
―　

山
陰
研
究
共
同
プ
ロ
ジ 

ェ
ク
ト

近
代
山
陰
地
域
の
文
化
教
養
環
境
に
お
け
る
漢
詩
文
の
位
置
│ 

若
槻
克
堂

と
剪
淞
吟
社
の
学
際
的
研
究
（
課
題
番
号
二
二
一
三　

期
間 

二
〇
二
二
〜

二
〇
二
四
年
度　

研
究
代
表
者 

要
木
純
一
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

一
一
五

翻
刻　

渡
部
寛
一
郎
日
記
４
下
（
大
正
五
年
）（
渡
部
寛
一
郎
文
書
研
究
会
）
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Reprint ; Diary of Watanabe Kanichirou: 1916（II）

Research Project on Works of Watanabe Kanichirou

〔 A b s t r a c t 〕

　Watanabe Kanichirou （1854－1938） was an influential educator in Shimane prefecture 
and　the head of the society in support of Wakatsuki Reijirou（Kokudoukai）. Here we 
transcribe his diary written on 1916. It recorded his tour to Kisuki （Shimane prefecture）.
There Yokoyama Taisetsu who was a influential poet of those times held a Kanshi poet 
party.Through this diary we can perceive how Watanabe made a contribution to the world 
of letters in Sanin district.This reprint also contains memorandums of his tour to Korea.
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